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目的  

 

  我々は，日常，頻繁に「彼はやる気があるから仕事を任せても大丈夫だ。」とか，「あの人は

やる気がないからだめだ。」，「私の長所は，とてもやる気があることです。」などといった会

話を耳にすることがある。もちろんやる気などというものは，状況によって異なった現れ方をす

るものであり，ある状況(課題)においてはやる気が高いが，ある状況(課題)においては極めて乏

しいといったことが起こることは，他の心理的変数と同様であろう。例えば，勉強に対しては消

極的だがクラブ活動に対しては積極的であるといったことや，また興味のある課題に対しては積

極的に取り組むが，そうでないことには消極的になるというのはよく目にする現象である。 

 さて，「彼にはやる気がある。」という言葉は，過去の経験に照らし，自分あるいは自分の知

っている平均的な人なら，多分諦めてしまうような困難なことにも努力を続ける人のことを形容

しているのだと思われる。そして，多分そこには，ある人物と，それ以外の人の行動の平均とを，

自分なりに定義している「やる気」を基に比較するという，コンピュータ・サイエンスや大脳生

理学がいくら発達しようとも容易には解明できない実に複雑な情報処理過程が存在していると思

われる。 

 ここで言うやる気とは，心理学的用語を使うなら「達成動機」ということになるが，「過去の

経験に照らして，何となく，彼は達成動機の高い人である」，あるいは「低い人である」，とい

うとらえ方は当然科学的アプローチとは言えない。さて，そこで行動科学の一分野である社会心

理学においては過去，達成動機に関してどのようなアプローチがなされてきたのであろうか。 

 数十年に渡る達成動機研究の中で蓄積されてきた研究知見は膨大である。また日本においても

林(1967)，林・山内(1978)，宮本(1979)，宮本・奈須(1995)をはじめとして優れた入門書が何冊

か発行されているため，ここでは概要を述べるにとどめたい。 

 最初に，達成動機の研究は，Murray(1938)が社会的欲求のリストの中に達成動機を取り上げ，

それに注目した McClellandが数々の実証的研究を積み重ねていったことに始まる。 

  達成動機の定義についてであるが，これは文字通り，何かを達成しよう，達成したいというこ
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とに関する動機として定義されている。具体的に言うと Murray(1938)は達成動機の定義として

(a)困難なことを成し遂げること，(b)自然物・人間・思想に精通し，それらを処理し，統制する

こと，(c)障害を克服し，高い水準に到達すること，(d)自己を超克すること，(e)他者と競争し，

これを凌ぐこと，(f)才能をうまく使い，自尊心を高めること，に対する動機としている。また，

McClelland，Atkinson，Clark，＆ Lowell(1953)はこの定義を参考にして，(a)卓越した基準を設

定し，達成しようとすること，(b)独自なやり方で達成しようとすること，(c)長期間かかる課題

を達成しようとしていること，といった達成動機の基準を挙げている。また日本における研究も，

ほとんど全てが上記の定義に基づいて行われてきている。 

 定義が確定し，次には，達成動機の測定法が McClellandら(1953)の手によって開発された。彼

らは，TATによる達成動機測定法を開発した。これは図版の中の様子について被験者に自由に想

像させることによって，被験者が抱いている無意識下の達成動機をとらえようとする試みであっ

た。 

 具体的なプロセスとしては次の通りである。まず，用いた図版は，(a)機械の側で，2人の男性

が働いている場面，(b)黒板を前にして，少年が物思いに耽っている場面，(c)老人と青年が顔を

近づけて話し合っている場面，(d)裸でベッドに横たわっている男性に 2人の男性がナイフ(メス)

のようなものを突き立てており，そしてそれを少年が真剣な顔で見つめている場面，という 4枚

であった。そして次に，各図版ごとに，(a)絵の中に出てくる人物は，今何を行っているのか，(b)

このことが起こる前には，何が起こったか，(c)絵の中の人物は，どのようなことを考えているの

か，そして何を望んでいるのか，(d)これから先，どのようなことが起こるだろうか，という 4

つの質問を与え自由記述方式で回答を求めるのである。そして，回答の中に，例えば，(a)他人と

の競争事態を想定し，そして勝ちたいといった願望を表していること，(b)ユニークな事柄を達成

したいという内容，(c)高い基準を設定し，それをクリアしたいという内容，(d)長期に渡る努力

が必要な課題を達成したいという内容，等の記述が見られるかどうかについて判定した上で，彼

らが考案した独自の基準に従って点数化していく，といったものであった。 

  その後，この形式によって様々な調査が行われた。中でも達成動機に注目を集めさせたのは，

達成動機と経済活動との関係について巨視的な立場から行った一連の研究(McClelland，1961)で

あろう。McClellandは，西暦 1500年から 1800年の 300年間に発行されたイギリスの文学作品を

分析し，100行あたりにつきいくつの達成イメージが含まれているのかについて調べ上げ，それ

を，各時代における人々の達成動機の指標とした。一方，経済活動の指標としてはロンドンにお

ける石炭輸入量の増加率を取り上げた。結果，物語に含まれている達成イメージの増加の約 50

年後に石炭輸入の急増が起こるということがわかった。この研究から，国民の持っている達成動

機が，その国の経済発展を推し量るひとつの目安であるということがわかったのである。 

  ところで，Murray(1938)は，達成以外にも，26に渡る動機のリストを作成したが，その中でも

特に達成動機だけが群を抜く多さで研究対象とされてきたことは決して偶然ではなく， 

McClelland(1961)のこういったユニークな研究による影響が大きかったのではないかと考えられ

る。つまり，達成動機が持つ生産的な側面と，世の中の発展を重視する風潮とがうまく一致した

結果であろうと思われる。 

  その後達成動機研究は，その測定方法の精緻化と平行して他の心理的変数との関係の解明に目
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が向けられるようになっていく。 

そこで本研究は 1980年代以降，達成動機の測定がどのように行われてきているのかについて明

らかにすることを目的にして行う。 

 

 

方法 

 

調査 

 欧米における最近の文献を基に達成動機測定の潮流を確認してみたい。以下に研究内容，達成

動機測定方法および達成動機を何次元で扱っているのかについて挙げる。 

 

Marshall(1980) 

達成動機と性役割アイデンティティが女性のキャリア志向とどのように関係しているのか調べた。 

Self Descriptive Questionnaireの 20項目を用いている。 

1次元でとらえている。 

 

Ackermanら(1989) 

達成動機の世代間による差異と，親子の類似性について調べる。 

Work and Family Orientation Questionnaire(WOFO) 

4次元でとらえている。 

 

Heaven ら (1990) 

高校生における達成動機と態度および性格の関係について調べる  

Achievement motivation scaleの改変した 12項目の質問紙を用いている。 

1次元でとらえている。 

 

Fontaine(1991) 

達成動機と不安，成功期待などの関係が社会的文脈 (居住地，性別など )によって

どのように変わってくるのかについて調べる。  

The Prestatie Motivatie Test voor Kinderen(PMT-K)という 33 項目からなる

質問項目により測定している。  

1次元でとらえている。 

 

Lobelら(1993) 

イスラエルにおける，キブツの男女と都市部の男女における，自尊心，達成欲求，性役割志向に

ついて調べる。 

The Mehrabian Achievement Scaleの 34項目を用いている。 

1次元でとらえている。 
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Schmalt(1999) 

グリッドテクニックによる達成動機測定が妥当かどうかについて調べる。 

Achievement Motive Grid(AGM)という，多義的な絵(18枚)を見せて，それがどんな状況かについ

てあらかじめ用意された記述の中から選ぶ。 

1次元でとらえている。 

 

Busato(1999) 

達成動機などと学習スタイルがどのように関係しているのか。 

prestatie－motivatie―test(PMT)という達成動機，失敗恐怖を測定する項目を用いている。なお

達成動機を測定する項目は 47項目である。 

1次元でとらえている。 

 

Tauerら(1999) 

競争状況に置いて達成動機が被験者に与える効果について調べる。 

Personality Research Form(PRF)から取った達成指向性に関する 16項目を用いている。 

1次元でとらえている。 

 

McEwanら(1999) 

マスターコースの看護学生における達成動機と学業成績の関係について調べる。 

Mehrabian Achieving Tendency Scale(MATS)の 36項目を用いている。 

1次元でとらえている。 

 

Sturman(1999) 

達成動機，タイプＡ行動，達成指向性の関係について調べる。 

Winterによる 4枚の TAT図版を用いている。 

1次元でとらえている。 

 

Subramaniam(2002) 

ホテルのマネージャの会社に対するコミットメントと達成動機との関係に関する研究。 Manife

st Needs Questionnaireから取った８項目を用いている。 

1次元でとらえている。 

 

Hansemark(2003) 

「達成動機，ローカスオブコントロール」と「起業」との関係について調べている。 

CMPSのサブスケールである 15の質問項目および TATを用いている。 

1次元でとらえている。 
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Byrne(2004) 

AMIの英語，ドイツ語，イスラエル語版の等質性についての研究。 

AMIという質問項目を用いている。 

3次元でとらえている。 

 

Harris(2004) 

達成動機を含む様々な性格特性と知能の関係についての研究。 

PRFから取った 16の質問項目を用いている。 

1次元でとらえている。 

 

Puca(2005) 

「達成動機」と「成功，失敗予測」の関係について検討している。 

MMGという TAT図版を用いている。 

2次元でとらえている。 

 ちなみに MMGが TAT図版でありながら，なぜ 2次元での測定が可能かというと，図版を「成功

への希望」と「失敗恐怖」を測定する図版に分けているからである。 

 

Woo(2007) 

大学生と社会人における達成動機の差異に関する研究。 

AMIという質問項目を用いている。 

自己確信，野心，自己管理の 3次元でとらえている。 

 

Capa(2008) 

達成動機と課題の困難さの交互作用についての研究。 

PRF(フランス語版)という 16の質問項目を用いている。 

1次元でとらえている。 

 

Tripathi(2008) 

アメリカ人とインド人における達成動機の質の違いについての研究。 

MMGという TAT図版を用いている。 

2次元でとらえている。 

 

Pang(2009) 

「達成動機」と「様々な同僚に対する記憶，好意度」の関係に関する研究。 

PSEという TAT図版によって達成動機を検討している。 

1次元でとらえている。 

 

Story(2009) 
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達成動機と「成功期待，認知欲求，自己強化」の関係についての研究。 

CLAMという 49の質問項目を用いている。 

2次元でとらえている。 

 

Young(2009) 

運(幸運)に対する考え方と達成動機の関係に関する研究。 

Spenceと Helmreichによる８項目を用いている。 

1次元でとらえている。 

 

Baker(2010) 

達成動機と「態度，学習成績」の関係についての研究。 

メーラビアンにより 13項目を用いている。 

1次元でとらえている。 

 

Luan(2010) 

達成動機と学業成績の関係についての研究。 

13項目からなる質問項目を用いている。 

1次元でとらえている。 

 

Sluisら(2010) 

達成動機の性差についての研究。 

学習に対する達成動機 10項目と一般的な達成動機 18項目の計 28項目からなる質問項目を用いて

いる。 

1次元でとらえている。 

 

全体として，研究者ごとに様々な測定方法が用いられていると言える。  

 

 

考察 

 

 TAT形式によって一次元的に測定された達成動機とは，一体何を表しているのだろうか。競争

性の高さであろうか，集団の中でイニシアティブを取ることの高さであろうか，それとも計画性

の高さであろうか。多分，TATで測定された達成動機とはその次元が明らかではない，一般的な

エネルギーのようなものではなかいかと思われる。そこで，TATで測定された達成動機得点を，

競争場面，リーダーシップを発揮する場面，勉強の場面という全ての状況に当てはめて良いのか

となると，決してそうとは言えないということになる。達成動機は本来，多次元的構成を成して

おり(Jackson，Ahmed，＆ Heapy，1976；Cassidy ＆ Lynn，1989)，その測定にあたっても多次元

的にとらえなければ他の変数との関係について矛盾した結果を示す可能性がある。 
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さて，1980年代以降の研究でも 1次元でとらえたものが多いと言える。しかし多次元的構成を

成しているものを一次元でとらえ，他の変数との関連を論じることは意味がないばかりでなく，

誤った結論を導くことにもなりかねない。 

研究ごとに矛盾した結果が示されることがあるのはこういったことが原因になっているのかも

しれない。 

 

 

まとめと今後の課題 

 

 達成動機は研究者ごとに 1次元でとらえられることもあれば，2次元，3次元でとらえられるこ

ともある。しかしこれでは他の変数との関係をとらえる際，研究ごとに矛盾した結果が示されか

ねない。 

 以上の問題点を鑑み，今後は以下のような研究が求められるであろう。 

 

 1．達成動機は本来，多次元的構成をなしており，その測定にあたっても，多次元的にとらえな

ければ，その真の姿をとらえることはできないという概念に基づき，達成動機を因子分析によっ

て多次元的にとらえる。 

 2．達成動機を因子分析によって多次元的にとらえた上で，従来問題とされてきた変数との関係

を，新しい観点から再度とらえ直す。そして，達成動機のどの次元がどのような変数から影響を

受け，またどのような変数に影響を与えるのかについて，従来よりももっと厳密な観点から明ら

かにしていく。 
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